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去
る
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
七

日
、
関
西
学
院
会
館
光
の
間
に
て
、

「
東
ア
ジ
ア
の
平
和 

─「
安
保
法
制
」

以
降
の
日
・
中
・
韓
関
係
の
課
題

と
展
望
」
を
主
題
に
R
C
C
秋
期

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
李　

鍾
元
（LEE Jong W

on

）

氏
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア

太
平
洋
研
究
科
教
授
）、
参
加
者
は

一
五
〇
名
で
し
た
。
以
下
は
講
演

を
短
く
ま
と
め
た
概
要
で
す
。

■
東
ア
ジ
ア
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と

　
東
ア
ジ
ア
の
現
状

　

今
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
日
・
中
・

韓
で
考
え
る
と
、
日
中
韓
の
相
互
依

存
は
相
当
に
進
ん
で
い
ま
す
。
経

済
、
社
会
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど

一
つ
の
社
会
の
よ
う
に
、
ど
ん
ど

ん
接
近
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
は

軍
備
競
争
、
軍
拡
が
よ
り
深
刻
化

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
中
国

は
近
年
、
二
桁
の
軍
備
拡
張
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
本
で
も「
安
保
法
制
」

を
き
っ
か
け
に
、
軍
備
拡
張
論
が

出
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
流
れ

が
、
国
境
を
越
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
で
渦
巻
き
な
が
ら
せ
め
ぎ
合
っ

て
、
東
ア
ジ
ア
は
今
、
推
移
し
て

い
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
・
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
と
い
う
言
葉
は
、
韓
国
の
パ

ク
・
ク
ネ
大
統
領
が
使
っ
た
言
葉

で
す
。
東
ア
ジ
ア
は
社
会
、
経
済

で
は
ほ
と
ん
ど
一
体
化
し
て
お
り
、

協
調
す
る
こ
と
で
得
る
も
の
が
非

常
に
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
政

治
、
外
交
、
安
全
保
障
の
分
野
で
は
、

消
耗
戦
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
を
い
か
に
乗
り
越
え

る
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
地
域

が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
指
標
と
し
て
、
域
内
貿
易
依
存

度
が
あ
り
ま
す
。
域
内
貿
易
依
存

度
は
、
地
域
の
統
合
を
測
る
一
番

わ
か
り
や
す
い
尺
度
で
す
。
デ
ー

タ
ー
を
見
る
と
、E
U
（
欧
州
連
合
）

が
六
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
七
割
ぐ

ら
い
が
域
内
で
す
。
そ
れ
に
対
し

て
、
東
ア
ジ
ア
、
外
務
省
の
定
義

で
は
東
ア
ジ
ア
は
A
S
E
A
N（
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）+

三
と
い
う

こ
と
で
、
A
S
E
A
N
と
日
・
中
・

韓
で
す
。
そ
れ
が
大
体
五
六
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。
N
A
F
T
A
（
北

米
自
由
貿
易
協
定
）
の
域
内
貿
易

依
存
度
が
四
三
・
五
％
で
す
の
で
、

東
ア
ジ
ア
は
N
A
F
T
A
よ
り
高

い
の
で
す
。
N
A
F
T
A
と
は
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、

北
ア
メ
リ
カ
自
由
貿
易
協
定
で
す
。

東
ア
ジ
ア
は
N
A
F
T
A
よ
り
上

で
、
E
U
に
近
づ
く
よ
う
な
レ
ベ

ル
で
す
。
東
ア
ジ
ア
は
、
外
交
関
係

の
争
い
、
歴
史
認
識
の
問
題
が
あ
り

な
が
ら
、
経
済
で
は
N
A
F
T
A

よ
り
統
合
度
を
深
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
政
治
、
外
交
的
で

喧
嘩
を
し
て
も
、
社
会
、
経
済
的

に
は
離
れ
ら
れ
な
い
関
係
で
あ
る

こ
と
を
、
こ
の
数
字
が
示
し
て
い

ま
す
。

■
二
〇
一
〇
年
度
以
降
の
変
容
と

　「
安
保
法
制
」

　

日
本
の
外
交
を
振
り
返
っ
て
考

え
る
と
、
九
〇
年
代
、
二
〇
〇
〇
年

代
の
中
頃
ま
で
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の

様
々
な
枠
組
み
を
作
り
上
げ
て
い

く
過
程
で
、
日
本
は
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。
A
P
E
C
（
ア

ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）
を
作

る
と
き
も
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
と
り
ま
し
た

が
、
日
本
と
二
人
三
脚
で
し
た
。
日

本
は
平
和
憲
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、

軍
事
分
野
で
は
貢
献
で
き
な
い
が
、

非
軍
事
で
、
多
国
間
で
の
枠
組
み
作

り
に
努
力
し
ま
し
た
。
日
本
で
は

東
ア
ジ
ア
共
同
体
と
い
う
と
、
鳩

山
総
理
の
個
人
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
構
想
は
、

A
S
E
A
N+

三
で
国
際
的
に
合

意
さ
れ
た
長
期
的
な
目
標
で
す
。

そ
の
後
二
〇
一
〇
年
代
に
な
る
と
、

キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
講
演
会
（
概
要
）

「
東
ア
ジ
ア
の
平
和

―『
安
保
法
制
』以
降
の
日
・
中
・
韓
関
係
の
課
題
と
展
望
」

講　

師　

李
　
鍾
元  

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
教
授
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組
、
負
け
組
が
は
っ
き
り
分
か
れ

て
い
ま
す
。
負
け
組
の
不
安
が
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
結
び
付
く
わ
け

で
す
。
ま
た
以
前
は
、
国
境
が
守
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
物
理
的
な
国
境

が
無
く
な
る
と
、
不
安
に
な
る
の

で
す
。
国
境
が
な
く
な
る
状
況
で
、

例
え
ば
、
中
国
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
ま
と
め
る
の
は
、
愛
国
心

に
な
り
ま
す
。
日
本
も
同
じ
時
期
、

二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
愛
国
心
を
強

調
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
最
近
見
て
感
銘
を
受

け
た
数
字
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
の
軸
は
ド
イ
ツ
と
フ

ラ
ン
ス
で
し
た
。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
の
和
解
促
進
の
軸
に
な
っ
た
の

が
、
エ
リ
ゼ
条
約
で
す
。
一
九
六
三

年
に
結
ば
れ
た
独
仏
協
力
条
約
で

す
。
条
約
に
基
づ
く
、
独
仏
の
協

力
事
業
の
中
で
一
番
成
功
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
青
少
年
交
流

で
す
。
青
少
年
と
い
う
の
は
一
三

歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
働
く
青
少

年
、
学
生
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
三
年
が
、
条
約
締
結
か
ら

ち
ょ
う
ど
五
〇
年
で
し
た
の
で
、
報

告
書
が
出
ま
し
た
。
報
告
書
に
よ

る
と
、
五
〇
年
間
の
青
少
年
交
流

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
生
じ
ま
す
。
朝
鮮

半
島
で
も
統
一
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

が
く
す
ぶ
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、

こ
れ
ま
で
は
日
本
が
上
だ
っ
た
、
地

位
の
逆
転
に
反
発
す
る
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
登
場
し
ま
す
。
第
二
番
目

は
、
民
主
化
で
す
。
世
論
と
か
一
般

市
民
の
考
え
方
が
よ
り
政
治
に
影

響
す
る
と
い
う
意
味
で
の
民
主
化

で
す
。
以
前
は
権
力
で
抑
え
て
い

た
様
々
な
問
題
が
、
民
主
化
で
噴

出
し
始
め
る
の
が
、
九
〇
年
代
以

降
で
す
。
民
主
主
義
は
、
あ
る
意

味
で
非
常
に
不
安
定
な
シ
ス
テ
ム

で
す
。
多
様
な
意
見
が
出
ま
す
の

で
、
外
交
が
非
常
に
難
し
く
な
る
の

で
す
。
東
ア
ジ
ア
は
不
幸
な
こ
と

に
、
ま
だ
市
民
社
会
自
体
が
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
虜
に
な
る
傾
向
が
あ

る
の
で
す
。
第
三
番
目
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、

国
境
が
無
く
な
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
は
新
自
由
主
義
と
結
合
し
て

い
ま
す
の
で
、
格
差
が
生
じ
ま
す
。

自
由
市
場
原
理
、
自
由
競
争
の
時

代
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
で
す
。

日
・
中
・
韓
と
も
に
格
差
が
最
大

の
問
題
で
す
。
今
、
特
に
若
者
の

格
差
が
最
大
の
問
題
で
す
。
勝
ち

う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

安
倍
外
交
は
、
全
般
的
に
見
る
と
、

東
ア
ジ
ア
の
共
同
体
を
を
作
る
動

き
か
ら
は
、
だ
い
ぶ
後
退
し
て
い

る
と
い
う
印
象
で
す
。

■
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
日
・
中
・

　
韓
の
交
流

　

現
在
、
日
・
中
・
韓
の
間
に
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
グ
ラ
ス
ル
ー
ト

（
草
の
根
）
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
高
ま

る
兆
候
が
あ
り
ま
す
。
世
界
で
も
一

番
、
日
・
中
・
韓
は
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
対
立
が
起
き
や
す
い
構

図
が
有
る
と
思
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇

年
代
以
降
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高

ま
り
の
要
因
は
、
政
治
学
的
に
み

る
と
三
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
第

一
番
目
は
、
パ
ワ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
で
す
。
中
国
の
台
頭
、
日
・

中
の
経
済
力
の
逆
転
、
日
本
と
ア

ジ
ア
各
国
の
大
き
な
力
の
差
が
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
一
世
紀
単
位
の
変
化
で
す
。
不

安
定
な
変
動
期
で
す
。
個
人
も
そ

う
で
す
が
、
力
関
係
、
地
政
学
的

な
力
関
係
が
変
動
す
る
と
き
に
は
、

一
番
意
識
が
不
安
定
に
な
る
時
期

で
す
。
強
く
な
る
中
国
は
大
国
ナ

こ
と
が
、
新
聞
を
注
意
深
く
読
む

と
、
こ
こ
数
年
継
続
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
、
日
本
の
防
衛
当
局
な
ど
で
は

事
実
上
あ
る
種
の
準
同
盟
扱
い
で

す
。
日
米
に
続
い
て
、
日
米
豪
を

ア
ジ
ア
の
N
A
T
O
（
北
大
西
洋

条
約
機
構
）
に
し
よ
う
と
い
う
議

論
が
数
年
続
い
て
い
ま
す
。「
安
保

法
制
」
は
そ
の
流
れ
の
中
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
。
集
団
的
自
衛
権

は
、
自
国
が
攻
撃
さ
れ
な
く
て
も
、

同
盟
国
の
た
め
に
戦
う
こ
と
で
す
。

政
府
の
説
明
で
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ

が
攻
撃
さ
れ
た
と
き
に
一
緒
に
戦

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し

も
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
、
先
ほ
ど

申
し
上
げ
ま
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
と
の
軍
事
協
力
と
い
う
の
も
出

て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
今
大
国
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
ベ
ト
ナ
ム
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
軍
事
援
助
、
警

備
艇
な
ど
を
O
D
A
で
送
っ
て
い

ま
す
の
で
、
対
象
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
五
月
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
合
同
演
習
を
南
シ

ナ
海
で
行
っ
て
い
ま
す
。
東
ア
ジ

ア
か
ら
は
、
日
本
が
平
和
憲
法
の

中
で
放
棄
し
た
も
の
を
取
り
戻
そ

雰
囲
気
が
大
き
く
変
わ
り
始
め
ま

し
た
。
民
主
党
政
権
が
三
年
で
終
わ

り
、
そ
の
未
熟
さ
か
ら
く
る
挫
折

が
大
き
な
反
動
を
引
き
起
こ
し
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
近
年
、
特

に
安
倍
外
交
の
特
色
を
示
す
キ
ー

ワ
ー
ド
を
並
べ
て
み
ま
す
と
、
古

典
的
な
大
国
の
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
的
な
指
向
が
よ
り
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。「
普
通
の
国
」
の
よ
う

に
、
軍
事
力
を
バ
ッ
ク
に
し
て
大
き

な
外
交
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

安
倍
総
理
の
持
論
で
す
が
、
安
全
保

障
は
日
本
、
ア
メ
リ
カ
が
軸
に
な
っ

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
イ
ン
ド

を
巻
き
込
ん
で
、
主
な
大
国
四
つ

が
協
力
し
て
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
、
ち
ょ
う
ど
位

置
関
係
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
形
に
な

る
の
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
な
ど

と
呼
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ

ら
四
つ
の
国

が
、
合
同
演

習
を
し
た

り
、
軍
事
技

術
の
協
力
を

し
た
り
す
る
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に
言
及
さ
れ
、
同
著
が
北
森
嘉
蔵

氏
の
『
神
の
痛
み
の
神
学
』
と
並

ぶ
唯
一
無
比
の
日
本
の
神
学
で
あ

る
と
高
い
評
価
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
『
日

本
民
話
の
神
学
』
に
対
し
て
も
「
中

央
で
は
な
く
地
方
、
中
心
で
は
な

く
周
縁
、
辺
境
の
神
学
」
と
い
う

栗
林
神
学
の
底
流
に
あ
る
も
の
が

変
わ
ら
ず
存
在
し
て
い
る
と
し
て
、

日
本
で
は
希
有
な
「
日
本
の
神
学

者
」
で
あ
る
栗
林
先
生
の
本
質
を

明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
本
質
は
、
そ
の
後
先
生
が
留

学
中
に
遭
遇
さ
れ
た
「
9

・

11
」

に
始
ま
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗

教
と
政
治
の
問
題
へ
の
考
察
、
そ

し
て
晩
年
体
調
の
悪
化
を
感
じ
な

が
ら
も
最
後
ま
で
取
り
組
ま
れ
た

「
原
子
力
発
電
」
が
有
す
る
根
本
問

題
へ
の
考
察
ま
で
一
貫
し
て
お
り
、

私
た
ち
に
対
し
て
主
体
的
に
「
被

差
別
者
の
目
、
周
縁
者
の
目
」
を

も
っ
て
社
会
に
対
峙
す
る
こ
と
を

問
い
続
け
ら
れ
た
生
涯
で
あ
っ
た

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
想
起
さ
せ
て

い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

岩
野
氏
は
、
本
学
の
神
学
部
教
員

と
し
て
二
〇
〇
八
年
に
着
任
さ
れ

「
聖
歌
隊
」「
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

“Pow
er of  Voice”

」
そ
し
て
栗
林

先
生
ご
自
身
が
顧
問
と
し
て
特
に

親
し
い
交
わ
り
の
あ
っ
た
「
バ
ロ
ッ

ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
が
感
謝
を
込

め
て
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
ご
生
前
の
業
績

を
振
り
返
り
私
た
ち
が
受
け
継
ぐ

べ
き
事
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
現
R
C
C
セ
ン
タ
ー
長
で

あ
る
山
本
俊
正
商
学
部
教
授
・
宗

教
主
事
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を

つ
と
め
、

 

学 

氏
（
広
島
大
学
大

学
院
総
合
科
学
研
究
科
教
授
）、
岩

野
祐
介 

氏（
本
学
神
学
部
准
教
授
）、

大
宮
有
博 

氏
（
名
古
屋
学
院
大
学

商
学
部
准
教
授
）、西
原
廉
太 

氏（
立

教
学
院
副
院
長
）
の
順
で
講
話
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
元
本
学
商
学
部
教
授
・

宗
教
主
事
と
し
て
一
九
九
七
年
よ

り
二
〇
〇
七
年
ま
で
、
栗
林
先
生

と
R
C
C
の
研
究
員
と
し
て
ま
た

宗
教
主
事
と
し
て
の
親
交
か
ら
個

人
的
な
思
い
出
も
含
め
、
栗
林
神
学

の
遺
し
た
足
跡
の
大
き
さ
に
つ
い

て
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に

氏
が
ス
イ
ス
留
学
中
の
一
九
九
一

年
に
出
版
さ
れ
た
『
荊
冠
の
神
学
』

安
を
祈
る
た
め
、
本
研
究
セ
ン
タ
ー

主
催
、
ま
た
講
義
や
キ
リ
ス
ト
教

活
動
で
協
働
し
た
神
学
部
な
ら
び

に
宗
教
主
事
会
が
共
催
す
る
形
で
、

二
〇
一
五
年
九
月
二
三
日
、
関
西

学
院
会
館
光
の
間
を
会
場
と
し
て
、

二
部
構
成
に
て
先
生
を
偲
ぶ
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
以
下
に
先

生
の
ご
生
前
に
多
く
の
ご
教
示
と

交
わ
り
を
い
た
だ
い
た
者
の
一
人

と
し
て
、
栗
林
先
生
、
出
席
し
て

く
だ
さ
っ
た
ご
遺
族
・
関
係
者
の

皆
様
な
ら
び
に
本
企
画
に
快
く
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
か

ら
の
感
謝
を
も
っ
て
、
簡
単
に
そ

の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
偲
ぶ
会
」
の
第
一
部
は
、
舟
木 

讓 

大
学
宗
教
主
事
の
司
式
の
も
と

太
宰
ま
り 

関
西
学
院
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
が
奏
楽
を
担
当
し
、
追
悼
の
礼

拝
を
献
げ
ま
し
た
。
礼
拝
の
中
で

は
、
栗
林
先
生
の
愛
唱
賛
美
歌
を

歌
い
、
愛
唱
聖
句
を
聞
き
、
田
淵 

結 

宗
教
総
主
事
よ
り
、
生
前
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
法
学
部

の
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
に
お
い
て

奉
仕
を
務
め
た
音
楽
団
体
で
あ
る
、

本
学
の
「
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
」

二
〇
一
五
年
五
月
一
四
日
、
ご
家

族
に
見
守
ら
れ
、
こ
の
世
に
於
け

る
六
七
年
余
り
の
生
涯
を
力
の
限

り
走
り
終
え
、
主
の
も
と
に
召
さ

れ
ま
し
た
。
生
前
の
先
生
の
お
働

き
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
ま

た
先
生
へ
の
感
謝
と
ご
遺
族
の
平

　

本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
第
二
代
セ

ン
タ
ー
長
で
あ
り
、
ま
た
本
研
究
セ

ン
タ
ー
が
編
集
し
た
『
キ
リ
ス
ト

教
平
和
学
事
典
』
発
行
（
二
〇
〇
九

年
）
時
の
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
尽

力
さ
れ
た
栗
林
輝
夫
先
生
（
本
学

法
学
部
教
授
・
宗
教
主
事
）
は
、

と
、
だ
い
た
い
一
億
七
千
万
人
ぐ

ら
い
で
し
ょ
う
か
。
日
・
韓
の
間

で
年
に
一
六
万
人
が
お
互
い
に
交

流
を
す
る
と
、
日
・
韓
、
東
ア
ジ

ア
の
風
景
も
だ
い
ぶ
変
わ
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
・
中
・

韓
で
考
え
る
と
、
日
・
中
・
韓
の
人

口
を
合
わ
せ
る
と
一
五
億
人
ぐ
ら

い
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、日
・

中
・
韓
の
間
で
は
年
間
一
六
〇
万

人
の
青
少
年
交
流
を
し
た
方
が
よ

い
わ
け
で
す
。
日
・
中
・
韓
の
政

府
が
一
六
〇
万
人
の
交
流
を
目
指

す
と
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
の
実
現

は
大
き
く
進
む
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
・
文
責　

山
本　

俊
正
）

に
参
加
し
た
総
数
が
八
〇
〇
万
人

で
し
た
。
交
流
の
中
味
は
、
相
手

の
国
に
一
定
期
間
住
み
、
勉
強
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
五
〇
年
間

で
八
〇
〇
万
人
の
参
加
者
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
一
年
に
換
算

す
る
と
一
六
万
人
に
な
り
ま
す
。

一
年
で
一
六
万
人
が
、
相
手
の
国

に
一
定
期
間
居
住
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
参
加
者
の
多
く
は
現
在
、

独
仏
の
指
導
層
は
勿
論
の
こ
と
、
国

民
の
主
要
な
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
人
口
比
で
い
う
と
、
ド
イ
ツ
と

フ
ラ
ン
ス
の
人
口
を
合
わ
せ
る
と
、

だ
い
た
い
一
億
五
千
万
人
ぐ
ら
い

で
す
。
日
本
と
韓
国
を
合
わ
せ
る

「
栗
林
輝
夫
先
生
を
偲
ぶ
会
」
を
九
月
二
三
日
に
開
催

R
C
C
主
任
研
究
員　

舟
木
　
讓
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最
重
要
箇
所
は
「
あ
と
が
き
」
に

あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。「
あ
と

が
き
」
に
は
栗
林
先
生
ご
自
身
の

家
族
が
実
際
に
受
け
た
差
別
が
具

体
的
に
示
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
向

き
合
わ
ず
に
大
学
教
員
と
い
う
知

的
階
層
で
と
ど
ま
る
な
ら
「
母
や

祖
父
ら
の
声
が
ア
ベ
ル
の
血
の
よ

う
に
大
地
か
ら
吹
き
出
で
、
石
も

叫
び
始
め
よ
う
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
に
栗
林
神
学
の
原
点
と

共
に
帰
結
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ

を
残
さ
れ
た
私
た
ち
が
「
誠
実
に

引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
四
氏
に
よ
っ
て
栗
林
先
生

が
遺
さ
れ
た
果
実
の
豊
か
さ
と
多

様
性
、
そ
し
て
そ
の
根
底
に
あ
る

問
題
意
識
を
様
々
な
角
度
か
ら
光

を
当
て
て
く
だ
さ
り
、
栗
林
先
生

の
存
在
が
立
体
的
に
再
構
築
さ
れ
、

遺
さ
れ
た
私
た
ち
が
負
う
べ
き
課

題
が
様
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ

と
に
心
か
ら
の
感
謝
を
献
げ
ま
す
。

ま
た
改
め
て
栗
林
先
生
が
天
に

あ
っ
て
、
平
安
の
う
ち
に
憩
わ
れ
、

地
上
で
や
り
残
さ
れ
た
課
題
に
生

き
生
き
と
挑
ん
で
お
ら
れ
る
事
を

信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
公
会
の
教
職
と
な
り
、
研
究
と

教
育
そ
し
て
牧
会
者
の
道
を
歩
ま

れ
た
自
分
史
と
栗
林
神
学
の
関
係

を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
現
在
副
院
長
と
し
て
働
い
て
お

ら
れ
る
立
教
大
学
に
ア
メ
リ
カ
聖

公
会
か
ら
日
本
聖
公
会
を
通
じ
て

一
九
五
〇
年
代
に
原
子
炉
が
送
ら

れ
た
と
い
う
事
実
を
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
考
え
る
か
と
い
っ
た
問

題
に
対
し
て
も
栗
林
先
生
が
心
砕

か
れ
、
こ
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し

た
共
同
研
究
に
参
加
し
て
く
だ
さ

る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か

に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
三
氏
も
話

さ
れ
た
『
荊
冠
の
神
学
』
に
最
後
に

も
う
一
度
言
及
さ
れ
、
こ
の
本
の

れ
た
時
期
、
第
二
の
ス
テ
ー
ジ
は

バ
ー
ク
レ
ー
で
の
在
外
研
究
期
間

中
で
、
当
時
の
神
学
を
遮
二
無
二

吸
収
さ
れ
た
時
期
、
そ
し
て
最
後

が「
政
治
神
学
」の
ス
テ
ー
ジ
で「
預

言
的
で
あ
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
、

原
子
爆
弾
や
ア
メ
リ
カ
の
抱
え
る

問
題
等
々
に
積
極
的
に
接
近
さ
れ

た
時
期
で
あ
る
と
話
さ
れ
、
そ
う

し
た
研
究
の
果
実
を
私
た
ち
が
「
現

代
に
相
応
し
い
『
聖
書
』
翻
訳
」
や

「
知
の
統
合
」
と
い
っ
た
形
で
受
け

継
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
言
を

し
て
話
し
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
話
さ
れ
た
西
原
氏
は
、
氏

が
京
都
大
学
の
学
生
時
代
に
出
会

わ
れ
た
「
京
都
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ

ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
東
九
条
キ

リ
ス
ト
者
現
場
研
修
会
』」
で
の
経

験
か
ら
、
そ
こ
で
の
活
動
の
中
で

起
こ
っ
た
『
聖
書
』
と
の
出
会
い
、

ま
た
そ
の
後
の
「
在
日
コ
リ
ア
ン
」

「
沖
縄
の
問
題
」「
被
差
別
部
落
の

問
題
」「
ア
イ
ヌ
の
問
題
」「
天
皇

制
の
問
題
」
等
々
の
「
社
会
的
問
題
」

を
教
会
の
課
題
と
し
て
ど
の
よ
う

に
理
解
す
る
か
に
苦
慮
す
る
中
で
、

栗
林
先
生
の
『
荊
冠
の
神
学
』
に

出
会
い
、
そ
の
後
、
結
果
と
し
て

教
師
と
し
て
の
栗
林
先
生
か
ら
影

響
を
受
け
て
き
た
方
で
あ
り
、
そ
の

縁
も
あ
っ
て
、
二
〇
一
五
年
度
末
で

定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
栗
林
先
生
の
後
任
と
し
て
、

法
学
部
教
員
・
宗
教
主
事
と
し
て

就
任
さ
れ
る
事
が
決
ま
っ
て
い
る

方
で
あ
り
ま
す
。
教
師
と
学
生
と

い
う
関
係
の
中
で
、
栗
林
先
生
よ

り
「
神
学
」
す
る
こ
と
の
目
的
や
方

法
を
丁
寧
に
繰
り
返
し
指
導
さ
れ

た
と
の
思
い
出
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
宮
氏
の
留
学
に
際
し
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
、
弟
子
の
よ
う
な
存
在

で
あ
っ
た
よ
う
な
印
象
を
こ
の
場

に
出
席
し
た
一
同
が
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
弟
子
」
の
目
で
栗
林
先

生
の
足
跡
を
改
め
て
整
理
さ
れ
た

結
果
と
し
て
、
三
つ
の
ス
テ
ー
ジ

を
栗
林
先
生
が
歩
ま
れ
た
と
の
理

解
の
下
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
の
紹
介

を
以
下
の
よ
う
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
の
ス
テ
ー
ジ
は
『
荊
冠
の

神
学
』
か
ら
『
民
話
の
神
学
』
に

い
た
る
期
間
で
、「
被
抑
圧
者
の
証

と
体
験
談
」
等
々
に
耳
を
傾
け
、

そ
う
し
た
人
々
の
経
験
を
聖
書
と

伝
統
と
組
み
合
わ
せ
る
作
業
を
さ

て
か
ら
、
栗
林
先
生
と
の
親
交
が

始
ま
っ
た
方
で
あ
り
ま
す
が
、
京

都
大
学
の
学
生
時
代
に
出
会
っ
た

『
荊
冠
の
神
学
』
の
印
象
と
栗
林
先

生
ご
本
人
の
印
象
が
全
く
異
な
り
、

栗
林
先
生
が
単
な
る
「
運
動
や
主

張
の
た
め
で
は
な
く
」「
聖
書
を
読

ん
で
、
イ
エ
ス
の
言
葉
を
用
い
て
、

そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
と

い
う
こ
と
を
書
い
て
い
る
方
だ
と
」

い
う
、
ま
さ
に
栗
林
先
生
の
研
究

の
方
法
論
の
本
質
に
迫
る
表
現
を

用
い
て
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

ま
た
二
〇
〇
八
年
に
出
さ
れ
た

『
原
子
爆
弾
と
キ
リ
ス
ト
教
―
広

島
、
長
崎
は
し
ょ
う
が
な
い
か
』
も

取
り
上
げ
ら
れ
、
栗
林
先
生
が
一
貫

し
て
述
べ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
の
一

つ
で
あ
る
「
人
間
が
人
間
を
支
配

す
る
よ
う
な
仕
組
み
は
お
か
し
い
」

「
人
間
は
人
間
の
い
の
ち
を
大
事
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

主
張
を
示
し
て
く
だ
さ
り
、「
教
会

の
外
に
ま
で
届
く
神
学
」
を
追
求

し
て
こ
ら
れ
た
そ
の
足
跡
を
明
ら

か
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

大
宮
氏
は
先
の
お
二
人
と
は
異

な
り
、
本
学
の
神
学
部
生
時
代
か
ら
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第
一
年
目
で
あ
る
二
〇
一
五
年

度
は
、
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
の
基
本
的
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
の
イ
ン
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連
す
る
テ
ー
マ

に
つ
い
て
紹
介
し
あ
う
こ
と
を
目

標
と
し
て
進
め
て
き
た
。

　

宣
教
と
は
福
音
と
文
化
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
欧

米
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
キ
リ

ス
ト
教
は
日
本
文
化
に
福
音
を
伝

え
よ
う
と
す
る
と
き
、
日
本
文
化

の
影
響
を
受
け
る
と
共
に
、
ま
た

日
本
文
化
に
も
影
響
を
与
え
る
も

の
と
な
る
。
こ
の
様
な
宣
教
の
動

き
を
宣
教
論
的
に
積
極
的
に
評
価

し
よ
う
と
す
る
の
が
「
イ
ン
カ
ル

チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
文
化
内
開
花
）」

で
あ
る
。

　

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
礼

拝
を
一
つ
の
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
礼
拝
で
使

わ
れ
る
言
葉
や
音
楽
に
注
目
し
て

研
究
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。
本

研
究
の
目
的
は
、
従
来
欧
米
中
心

主
義
が
支
配
的
で
あ
っ
た
キ
リ
ス

ト
教
理
解
か
ら
解
放
さ
れ
、
日
本

文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い

を
批
判
的
か
つ
積
極
的
に
評
価
し
、

新
た
な
キ
リ
ス
ト
教
の
可
能
性
の

道
を
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

お
け
る
、
日
本
の
平
和
憲
法
の
意

義
、
特
に
九
条
の
持
つ
可
能
性
が

強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト

教
の
非
暴
力
主
義
の
伝
統
、
歴
史

的
な
変
遷
、
現
在
の
取
り
組
み
な

ど
に
言
及
さ
れ
た
。
第
四
回
研
究

会
は
、
一
一
月
二
五
日
（
水
）
に
、

水
戸
考
道
研
究
員
（
法
学
部
教
授
）

が
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
主
題
は

「
日
本
の
軍
事
力
、
平
和
力
、
市
民

力
と
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
構

築
：
靖
国
参
拝
と
憲
法
九
条
改
正

を
中
心
に
」
で
あ
っ
た
。
多
様
化

す
る
現
代
の
国
際
情
勢
、
国
際
政

治
の
現
実
に
基
づ
き
、
日
本
の
軍

事
力
、
平
和
力
、
市
民
力
の
分
析

が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
ア
ジ

ア
の
平
和
構
築
に
関
連
し
て
、
靖

国
参
拝
と
憲
法
九
条
を
事
例
と
し

て
、
具
体
的
な
提
案
が
な
さ
れ
た
。

な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究

主
題
に
合
わ
せ
て
、
R
C
C
主
催

講
演
会
が
、
一
一
月
一
七
日
（
火
）

に
、
関
学
会
館
光
の
間
を
会
場
に

し
て
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
李
鍾

元
氏
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
）

で
、
主
題
は
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和

―
『
安
保
法
制
』
以
降
の
日
・
中
・

韓
関
係
の
課
題
と
展
望
」
で
あ
っ

た
。（
講
演
要
約
概
要
は
、
本
誌
記

事
を
参
照
）

お
け
る
朝
鮮
半
島
の
医
療
、
健
康

の
状
況
に
関
す
る
研
究
者
で
あ
り
、

豊
富
な
資
料
、
デ
ー
タ
ー
を
基
に

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
第
二
回

研
究
会
は
、
七
月
六
日
に
、
ジ
ェ

フ
リ
ー
・
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ー
ク
研

究
員
（
神
学
部
准
教
授
・
宗
教
セ

ン
タ
ー
宗
教
主
事
）
が
「
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
歴
史
的
ト
ラ
ウ
マ
の

問
題
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
を
行
っ

た
。

　

米
国
、
イ
ー
ス
タ
ン
・
メ
ノ
ナ
イ

ト
大
学
で
研
究
さ
れ
て
い
る
、
世

界
各
地
で
の
ト
ラ
ウ
マ
を
経
験
し

た
人
々
へ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
暴
力
の

連
鎖
を
断
ち
切
る
取
り
組
み
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
第
三
回
研

究
会
は
、
一
〇
月
二
日
（
金
）
に
、

山
本
俊
正
セ
ン
タ
ー
長
（
商
学
部

教
授
、
宗
教
主
事
）
が
「
東
ア
ジ

ア
の
平
和
と
憲
法
九
条
・
キ
リ
ス

ト
教
非
暴
力
思
想
の
可
能
性
」
を

主
題
に
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
東

ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
プ
ロ
セ
ス
に

　

本
年
度
は
在
外
の
研
究
者
及
び

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
に
よ
る

個
別
研
究
発
表
を
中
心
に
研
究
会

を
進
め
た
。
第
一
回
研
究
会
は
、
六

月
二
六
日
（
金
）
に
、黄　

尚
翼
（
ソ

ウ
ル
大
学
医
科
大
学
教
授
）
を
講

師
に
招
き
、
研
究
会
を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
―
朝

鮮
半
島
の
保
健
医
療
の
視
点
か
ら
」

で
あ
っ
た
。
黄
氏
は
臨
床
医
師
で

あ
る
と
同
時
に
、
日
本
統
治
下
に

最
重
要
箇
所
は
「
あ
と
が
き
」
に

あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。「
あ
と

が
き
」
に
は
栗
林
先
生
ご
自
身
の

家
族
が
実
際
に
受
け
た
差
別
が
具

体
的
に
示
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
向

き
合
わ
ず
に
大
学
教
員
と
い
う
知

的
階
層
で
と
ど
ま
る
な
ら
「
母
や

祖
父
ら
の
声
が
ア
ベ
ル
の
血
の
よ

う
に
大
地
か
ら
吹
き
出
で
、
石
も

叫
び
始
め
よ
う
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
に
栗
林
神
学
の
原
点
と

共
に
帰
結
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ

を
残
さ
れ
た
私
た
ち
が
「
誠
実
に

引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
四
氏
に
よ
っ
て
栗
林
先
生

が
遺
さ
れ
た
果
実
の
豊
か
さ
と
多

様
性
、
そ
し
て
そ
の
根
底
に
あ
る

問
題
意
識
を
様
々
な
角
度
か
ら
光

を
当
て
て
く
だ
さ
り
、
栗
林
先
生

の
存
在
が
立
体
的
に
再
構
築
さ
れ
、

遺
さ
れ
た
私
た
ち
が
負
う
べ
き
課

題
が
様
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ

と
に
心
か
ら
の
感
謝
を
献
げ
ま
す
。

ま
た
改
め
て
栗
林
先
生
が
天
に

あ
っ
て
、
平
安
の
う
ち
に
憩
わ
れ
、

地
上
で
や
り
残
さ
れ
た
課
題
に
生

き
生
き
と
挑
ん
で
お
ら
れ
る
事
を

信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

■

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
多
元
的
な
宗
教
・
N
G
O
・
市
民
社
会
の
役
割
」

研
究
代
表
者　

山
本
　
俊
正
　
商
学
部
教
授

■
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

「
日
本
に
お
け
る
礼
拝
の
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

研
究
代
表
者　

中
道
　
基
夫
　
神
学
部
教
授
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た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
勢
二
〇

人
ほ
ど
の
受
講
者
が
参
加
し
て
く

だ
さ
り
、
楽
し
い
交
わ
り
の
時
を

持
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
、

ど
の
よ
う
な
興
味
、
関
心
を
も
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
講

座
に
参
加
し
た
の
か
、
個
人
的
な

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
、
様
々
な
経
緯
か
ら
同
じ

場
所
に
集
ま
り
、
一
時
、
学
ぶ
と

い
う
時
間
を
共
有
し
て
い
た
の
だ

な
、
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
感
動

の
念
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
食
事

会
の
開
催
の
た
め
に
奔
走
し
て
く

だ
さ
っ
た
受
講
者
の
方
と
事
務
局

の
古
結
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

　

わ
た
し
も
無
事
に
退
職
を
し
た

暁
に
は
、
こ
の
よ
う
な
講
座
に
出

て
、
い
つ
ま
で
も
学
ぶ
喜
び
を
忘

れ
た
く
な
い
も
の
で
す
。
で
す
が
、

そ
の
前
に
、
あ
と
数
回
は
講
師
と

し
て
こ
の
講
座
を
担
当
し
た
い
と

今
か
ら
次
回
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

さ
る
受
講
者
を
前
に
す
る
と
、
わ

た
し
自
身
も
と
て
も
楽
し
く
講
義

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鋭

い
質
問
や
コ
メ
ン
ト
に
は
、
毎
回
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
受

講
者
の
中
に
は
高
齢
の
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
学
生

時
代
の
よ
う
な
若
々
し
い
気
持
ち

に
な
り
楽
し
い
、
と
い
う
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
よ
り

も
ず
っ
と
年
上
の
方
々
が
、
楽
し

そ
う
に
勉
強
し
て
く
だ
さ
る
姿
は
、

大
き
な
励
ま
し
と
喜
び
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
で
し
た
。
わ
た
し
自

身
も
、
学
ぶ
喜
び
、
教
え
る
喜
び
を
、

改
め
て
教
え
て
も
ら
い
、
自
分
の

原
点
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
受
講

者
も
半
数
以
上
を
占
め
た
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
聖
書
を
よ
り
深
く

読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
、
新
し
い
見
方
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
、
も
っ
と
聖
書
を
読
み

た
く
な
っ
た
、
と
い
う
コ
メ
ン
ト

な
ど
が
あ
り
、
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

受
講
者
の
中
か
ら
希
望
の
声
が

あ
が
り
、
最
終
回
の
講
義
後
、
学

院
会
館
の
ポ
プ
ラ
で
食
事
会
の
時

を
持
ち
ま
し
た
。
当
日
声
を
か
け

毎
回
四
〇
人
前
後
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
た
し
が
所

属
す
る
関
西
学
院
教
会
か
ら
多
く

の
教
会
員
が
参
加
し
て
く
れ
た
こ

と
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

第
一
回
目
の
講
座
か
ら
、
受
講

者
の
熱
心
さ
と
質
問
の
鋭
さ
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
初
学
者
で

も
分
か
る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す

い
説
明
を
心
が
け
、
入
門
の
内
容

を
中
心
的
に
取
り
扱
い
ま
し
た
が
、

専
門
家
の
方
々
の
た
め
に
も
発
展

的
な
内
容
を
も
織
り
交
ぜ
ま
し
た
。

九
〇
分
と
い
う
短
い
時
間
の
中
に
、

各
福
音
書
の
緒
論
的
な
内
容
か
ら

発
展
的
な
内
容
ま
で
を
カ
バ
ー
す

る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
レ

ジ
ュ
メ
と
配
布
資
料
を
駆
使
し
て

工
夫
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
講

義
を
基
本
的
に
は
独
立
し
た
も
の

に
し
、
そ
の
講
義
だ
け
に
参
加
し

て
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

非
常
に
熱
心
に
受
講
し
て
く
だ

　

二
〇
一
四
年
春
学
期
、
月
一
回

の
R
C
C
キ
リ
ス
ト
教
講
座
を
担

当
し
、「
共
観
福
音
書
入
門
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
計
四
回
の
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講

義
は
、「
共
観
福
音
書
問
題
」
と
は
？

か
ら
始
ま
り
、
マ
ル
コ
福
音
書
入

門
、
マ
タ
イ
福
音
書
入
門
、
ル
カ

福
音
書
入
門
と
い
う
内
容
で
し
た
。

受
講
者
は
、
近
隣
の
方
々
を
中
心

に
、
卒
業
生
、
卒
業
生
・
在
学
生

の
親
、
教
会
関
係
者
、
関
学
を
退

職
さ
れ
た
先
生
方
と
実
に
多
様
な

顔
ぶ
れ
で
し
た
。
朝
日
新
聞
の
文

化
欄
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

　

第
一
回
目
は
、
本
研
究
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
と
し
て
中
道
基
夫
（
神
学

部
教
授
）
に
よ
っ
て
「
礼
拝
の
イ

ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
概
論
的
な
発
題
が

な
さ
れ
た
。
相
互
の
共
通
理
解
を

深
め
る
と
共
に
、
各
研
究
員
の
関

心
や
専
門
領
域
と
の
関
係
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

第
二
回
目
の
研
究
会
は
、
山
泰

幸
（
人
間
福
祉
学
部
教
授
）
に
よ
っ

て
「
弔
辞
例
文
に
見
る
死
者
の
語

ら
れ
方
」
と
題
し
て
、
キ
リ
ス
ト

教
の
用
語
で
あ
る
死
者
の
居
場
所

と
し
て
の
「
天
国
」
が
い
つ
頃
か

ら
弔
辞
例
文
に
登
場
す
る
か
に
つ

い
て
の
研
究
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

第
三
回
の
研
究
会
で
は
、
桐
藤

薫
（
神
学
部
・
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

に
よ
っ
て
、「
神
概
念
の
イ
ン
カ
ル

チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
─
漢
訳
聖
書
翻

訳
史
の
視
点
か
ら
─
」
と
題
し
て
、

宣
教
師
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
の
神

概
念
を
漢
語
圏
に
伝
え
よ
う
と
し

た
の
か
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
が

な
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
六
年
一
月
に
は
第
四
回

と
し
て
賛
美
歌
に
お
け
る
イ
ン
カ

ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
テ
ー

マ
で
水
野
隆
一
（
神
学
部
教
授
）
に

よ
っ
て
研
究
会
が
も
た
れ
た
。

R
C
C
キ
リ
ス
ト
教
講
座
は
広
く

好
評
を
得
て
お
り
、
関
学
の
重
要

な
社
会
貢
献
活
動
と
な
り
つ
つ
あ

る
の
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
（
M
）。

編
集
後
記

「
共
観
福
音
書
入
門
」
テ
ー
マ
に

参
加
者
の
熱
心
さ
に
、
自
分
の
原
点
思
い
出
す 

東
　
よ
し
み
　
神
学
部
助
教

R
C
C
キ
リ
ス
ト
教
講
座
実
施
報
告


